
コミュニティ・ニーズ 
アンケート 2023

Keiroは、コミュニティの変化し続ける
ニーズへの理解を深め、高齢化の将来を

見据える為の継続した取り組みの
一環として2023年夏に

アンケート調査を実施しました。

高齢期を過ごすにあたって、どのようなプログラムやサービスが最も役立ちますか？    
（回答者もしくは介護をしている方にとって）

現在の住まいから転居する原因となる状況には、どのようなものが考えられますか？

58%
ソーシャルプログラムを提供する、
日系アメリカ人と日本人向けの

コミュニティセンター

58%
送迎サービス

51%
在宅での

日常生活動作
（ADL）のサポート 

50% 
在宅での

手段的日常生活動作
（IADL）のサポート

すべての統計的検定は信頼水準90%で実施さました。
調査はオンラインで英語と日本語の両方で提供され、

郵送での選択肢も用意されました。
詳細はkeiro.org/jp/surveyをご覧ください。

回答者のプロフィール

573
89.8% オンライン
10.2% 郵送

の回答者は過去
５年以内にKeiroと

関わりがあった

アンケート
回答数 55%

64% 
健康状態の

低下

25% 
主な

介護者の
喪失

22% 
配偶者/
パートナー
の喪失

21% 
ダウンサイズする

必要がある

16% 
経済状況

現在の住まいから引越す
場合、半数の回答者が
現在の住まいから 

25 マイル 
以内での引越しを 
希望すると回答

施設を選ぶ際のすべての考慮事項の中で、 
介護の質が費用、文化に配慮した
介護、提供される設備などよりも重要だと、
50％の回答者が選択

日本語話者は
介護の質、提供設備、費用が
同等に重要と回答

日本語


